
（週二回月・木曜日発行）２０２４年（令和６年）１２月１２日（木曜日）第５７９８号 第３種郵便物認可 特 　集 （8）

　

―
始
め
に
、
久
留
米
市
に

つ
い
て
、
水
道
事
業
の
概
要

と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
い
た
だ

け
ま
す
か
。

　
石
原
管
理
者
　
久
留
米
市

に
は
江
戸
時
代
の
発
明
家
で

あ
る
「
か
ら
く
り
儀
右
衛

門
」
こ
と
田
中
久
重
や
、
国

産
タ
イ
ヤ
を
初
め
て
製
造
し

た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
創
業
者

で
あ
る
石
橋
正
二
郎
な
ど
、

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
も
の
づ
く
り
の
文
化
が
あ

り
ま
す
。
ゴ
ム
、
自
動
車
、

バ
イ
オ
、
食
品
、
生
産
用
機

械
な
ど
多
様
な
産
業
が
集
積

す
る
県
内
有
数
の
生
産
拠
点

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
宇
宙
ロ

ケ
ッ
ト
の
部
品
な
ど
高
度
な

製
造
技
術
を
要
す
る
製
品
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

当
市
の
水
道
事
業
は
、
１

９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
筑

後
川
を
水
源
と
し
て
御
井
浄

水
場
か
ら
給
水
を
開
始
し
ま

し
た
。
２
０
０
５
（
平
成

17
）
年
に
は
、
久
留
米
市
、

田
主
丸
町
、
北
野
町
、
城
島

町
、
及
び
三
潴
町
が
市
町
村

合
併
し
、
今
の
久
留
米
市
が

誕
生
、
こ
の
時
に
城
島
地
域

と
三
潴
地
域
を
、
更
に
、
２

０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
は

田
主
丸
地
域
の
水
道
事
業
を

久
留
米
市
に
統
合
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
筑
後
川
か
ら

の
取
水
と
福
岡
県
南
広
域
水

道
企
業
団
か
ら
の
受
水
を
水

源
に
、
放
光
寺
浄
水
場
と
６

カ
所
の
配
水
池
を
通
じ
て
、

北
野
町
（
三
井
水
道
企
業
団

か
ら
受
水
）
を
除
く
市
域
に

給
水
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
地
下
水
が
豊
富
な
地
域
に

お
い
て
は
、
水
道
を
布
設
し

た
も
の
の
、
切
り
替
え
が
進

ま
ず
水
道
普
及
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら

計
画
的
な
配
水
管
整
備
を
一

時
休
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

―
管
路
管
理
の
状
況
に
つ

い
て
も
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
石
原
　
市
内
に
布
設
さ
れ

て
い
る
導
・
送
・
配
水
管
は

約
１
４
０
０
㌔
あ
り
、
多
く

は
昭
和
40
年
代
以
降
に
整
備

さ
れ
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
法
定
耐
用
年
数
（
40

年
）
を
経
過
す
る
管
路
の
割

合
で
言
う
と
、
30
％
を
超
え

て
い
る
状
況
で
す
が
、
定
期

的
な
点
検
や
継
続
的
な
漏
水

調
査
と
あ
わ
せ
て
計
画
的
な

更
新
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

漏
水
に
つ
い
て
は
、
給
水
区

域
を
対
象
に
５
年
で
一
巡
す

る
ペ
ー
ス
で
調
査
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
実
証

実
験
で
は
、
人
工
衛
星
か
ら

の
画
像
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
短
期
間
で
の
漏

水
箇
所
の
絞
り
込
み
、
効
率

的
な
調
査
や
管
路
の
分
析
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
大

変
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

管
路
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
上
下
水
道
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
を
検
討
し
て
お
り
、
水
道

の
デ
ー
タ
と
下
水
道
の
台
帳

シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
、
更
に

は
道
路
情
報
な
ど
も
含
め
て

一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
が

理
想
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
上
下
水
道
事

業
で
は
、
テ
ロ
対
策
に
お
け

る
施
設
関
係
図
面
等
の
管
理

徹
底
な
ど
、
危
機
管
理
上
の

懸
念
や
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
も
大
き
な
課

題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

―
山
口
社
長
か
ら
、
実
証

実
験
の
目
的
と
提
案
技
術
に

つ
い
て
ご
説
明
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

山
口
社
長　

実
験
の
目
的

は
大
き
く
２
つ
あ
り
、
管
路

の
現
状
を
詳
ら
か
に
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
Ａ
Ｉ
の
解
析

で
最
適
な
管
路
更
新
計
画
を

提
案
す
る
こ
と
で
す
。
わ
れ

わ
れ
と
し
て
は
、
持
て
る
技

術
の
す
べ
て
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
し
、
久
留
米
市
に
お
け
る

取
り
組
み
を
世
界
に
先
駆
け

た
成
功
事
例
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
説
明
し
ま
す

と
、
管
路
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
応
用
技
術
社
の

「
デ
ー
タ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
」

作
業
に
よ
り
、
今
久
留
米
市

が
お
持
ち
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ

の
欠
損
部
分
を
補
正
し
、
管

路
属
性
や
過
去
の
漏
水
履
歴

の
情
報
を
最
適
化
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

次
に
、
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
さ
れ

た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
を
、
オ
ー

ト
デ
ス
ク
社
の
管
路
状
態
監

視
ツ
ー
ル
「
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
３
６

０ 

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ
」
を
用
い

て
、
管
路
の
劣
化
度
や
重
要

度
を
点
数
評
価
し
ま
す
。
今

回
の
実
証
で
は
、
久
留
米
市

特
有
の
ニ
ー
ズ
や
、
過
去
の

計
画
に
基
づ
い
た
評
価
基
準

を
、
評
価
項
目
ご
と
の
重
み

づ
け
設
定
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
で
、
現
行
の
評
価
手
法
を

点
数
化
し
ま
す
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
人
工

衛
星
を
用
い
た
ユ
ー
テ
ィ
リ

ス
社
の
漏
水
調
査
技
術
「
ア

ス
テ
ラ
・
リ
カ
バ
ー
」
で
、

漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所

を
絞
り
込
ん
だ
上
で
、
実
際

に
現
地
で
の
音
聴
調
査
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
音

聴
調
査
ま
で
を
年
内
に
終
わ

ら
せ
る
予
定
で
、
現
在
久
留

米
市
が
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
最
新
の

解
析
技
術
で
あ
る「
時
間
的
・

空
間
的
解
析
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）」

を
用
い
て
、
複
数
の
衛
星
画

像
か
ら
漏
水
の
可
能
性
が
高

い
箇
所
を
優
先
順
位
づ
け
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
も
同
時

に
行
い
ま
す
。
短
期
間
で
漏

水
位
置
を
明
確
化
し
、
管
路

劣
化
予
測
の
精
度
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

管
路
劣
化
予
測
と
管
路
更

新
計
画
の
策
定
で
は
、
ス
エ

ズ
グ
ル
ー
プ
の
オ
プ
テ
ィ
マ

テ
ィ
ク
ス
社
が
開
発
し
た
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
「
ア
セ
ッ
ト
ア

ド
バ
ン
ス
」を
使
用
し
ま
す
。

　
「
ア
ス
テ
ラ
・
リ
カ
バ
ー
」

に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
漏
水

位
置
デ
ー
タ
を
教
師
デ
ー
タ

と
し
て
活
用
し
、
Ａ
Ｉ
機
械

学
習
に
よ
る
管
路
劣
化
予
測

診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
予

測
デ
ー
タ
を
基
に
、
Ａ
Ｉ
に

よ
る
遺
伝
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
用
い
る
こ
と
で
、
数
億
に

及
ぶ
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
コ

ス
ト
と
リ
ス
ク
の
観
点
で
久

留
米
市
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

更
新
計
画
を
抽
出
し
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
最
終
的
に
最

適
化
さ
れ
た
１
つ
を
決
定
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

―
久
留
米
市
の
Ｄ
Ｘ
化
の

取
り
組
み
と
、
実
証
実
験
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　
石
原
　
以
前
か
ら
企
業
局

で
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を

活
用
し
た
先
進
技
術
に
つ
い

て
の
調
査
を
進
め
て
い
た
の

で
す
が
、
昨
年
６
月
に
、
第

34
回
「
宇
宙
技
術
お
よ
び
科

学
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）」
が
久
留
米
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

会
場
で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
聴
講
し
て
い
た
当
時
の
副

市
長
か
ら
、「
衛
星
を
活
用

し
た
業
務
改
善
を
進
め
る
べ

き
」
と
の
言
及
も
あ
り
、
今

回
久
留
米
市
で
の
、
人
工
衛

星
を
活
用
し
た
実
証
実
験
の

実
施
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
留
米
市
で
は
、

市
内
の
中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
を

取
り
入
れ
る
際
の
補
助
事
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
原
口
新
五
市
長
が
就
任

し
て
以
降
、「
デ
ジ
タ
ル
政

策
担
当
部
長
」
と
い
う
役
職

が
設
け
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
政

策
の
強
化
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、「
行
か
な
く
て
い
い
市

役
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発
行

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
市

外
転
出
手
続
き
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
水

道
分
野
で
は
、
検
針
業
務
の

効
率
化
な
ど
を
目
的
と
し

た
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導

入
の
実
証
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

―
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
で

は
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

事
業
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

　
山
口
　
全
国
の
他
の
自
治

体
で
も
、
設
備
の
更
新
の
遅

れ
や
人
材
不
足
は
深
刻
な
課

題
で
、
30
年
後
に
は
水
道
料

金
を
２
倍
に
上
げ
な
い
と
、

今
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

は
維
持
で
き
な
い
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
た
効
率
的
な
イ

ン
フ
ラ
管
理
は
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
重
要

な
手
段
と
な
り
得
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
「
ア

セ
ッ
ト
ア
ド
バ
ン
ス
」
の
最

大
の
特
長
は
、
単
に
劣
化
予

測
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
条
件
を
考
慮
し
た
最

適
な
更
新
計
画
を
立
案
す
る

機
能
に
あ
り
ま
す
。
管
路
の

耐
震
性
、
予
算
、
更
新

の
優
先
順
位
、
材
料
の

特
性
な
ど
、
複
数
の
要
因
を

Ａ
Ｉ
が
分
析
し
、
効
率
的
で

効
果
的
な
更
新
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ

た
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
に
活

用
し
、
持
続
可
能
な
イ
ン
フ

ラ
が
実
現
で
き
る
の
で
す
。

　

事
業
支
援
と
い
う
と
、
こ

れ
ま
で
は
、
自
治
体
で
不
足

し
て
い
る
職
員
を
民
間
の
技

術
者
で
補
う
こ
と
で
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
人
的
資

源
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
の

は
、
自
治
体
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
わ
れ
わ
れ
の

よ
う
な
管
路
の
施
工
や
維
持

管
理
、
い
わ
ゆ
る
現
場
に
従

事
し
て
い
る
会
社
は
皆
人
手

不
足
で
す
し
、
浄
水
場
や
処

理
場
の
現
場
で
も
同
様
に
、

従
業
員
確
保
は
悩
み
の
種
で

し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
人
員

を
減
ら
す
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
将
来
的
に
、
人
に
代
わ

る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
省
人
化

技
術
が
確
立
さ
れ
る
の
を
待

つ
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
調
査
や
診
断
、

計
画
策
定
な
ど
の
分
野
は
、

現
時
点
で
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
技

術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
大

幅
な
効
率
化
を
図
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
最
終
的
に
判
断

す
る
の
は
人
で
あ
っ
て
も
、

正
確
さ
や
論
理
的
な
思
考
に

お
い
て
、
人
は
Ａ
Ｉ
に
は
敵

わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
実
証
す
る
「
ア
セ
ッ

ト
ア
ド
バ
ン
ス
」
に
つ
い
て

も
、
将
来
的
に
は
、
久
留
米

市
職
員
の
方
が
自
分
で
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

外
部
へ
の
委
託
が
不
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
最
新
の
情

報
を
取
り
込
む
だ
け
で
更
新

計
画
が
抽
出
で
き
る
の
で
、

そ
の
中
か
ら
最
適
な
も
の
を

策
定
す
る
だ
け
で
良
い
の
で

す
。
そ
こ
が
、
わ
れ
わ
れ
の

目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

当
の
意
味
で
の
支
援
や
貢
献

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
石
原

　
人
的
資
源
に
つ
い

て
は
、
防
災
の
面
で
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
宮
崎
県
で
記
録
的

な
大
雨
で
被
害
が
出
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
久
留

米
市
で
も
水
害
が
多
く
発
生

し
て
お
り
、
昨
年
７
月
の
豪

雨
で
は
、
市
の
水
道
施
設
も

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

　

市
長
は
「
浸
水
被
害
の
軽

減
」
を
政
策
の
筆
頭
に
挙

げ
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
ま
す

と
、
久
留
米
大
学
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
掘
り
下
げ
て
雨
水
貯

留
機
能
を
持
た
せ
る
整
備

や
、
各
家
庭
や
企
業
が
雨
水

流
出
抑
制
施
設
（
雨
水
貯
留

タ
ン
ク
）
を
設
置
す
る
費
用

の
補
助
な
ど
の
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者

に
協
力
い
た
だ
き
、
稲
田
に

水
を
貯
留
し
、
内
水
氾
濫
を

軽
減
さ
せ
る
「
田
ん
ぼ
ダ

ム
」
の
普
及
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
企
業
局
の
目
の

前
に
あ
る
中
央
公
園
も
１
万

７
０
０
０
㌧
の
水
を
貯
留
で

き
る
能
力
を
有
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
浸
水
が
発
生

す
る
ほ
ど
の
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

被
害
が
大
き
い
場
合
に
は

全
庁
的
に
職
員
を
配
置
し
ま

す
が
、
公
共
施
設
や
農
業
用

施
設
の
災
害
復
旧
に
人
手
を

割
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
災

害
が
起
き
れ
ば
、
応
援
給
水

な
ど
で
多
く
の
職
員
を
派
遣

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

山
口　

久
留
米
市
が
持
た

れ
て
い
る
危
機
感
と
い
う
も

の
は
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。

災
害
対
策
を
含
め
、
課
題
が

い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で
、「
選

択
と
集
中
」
を
す
る
な
ら

ば
、
久
留
米
市
が
水
道
事
業

の
経
営
方
針
と
し
て
掲
げ
て

い
る「
安
全
・
強
靭
・
持
続
」、

も
っ
と
言
え
ば
、
施
設
の
耐

震
・
耐
水
化
と
老
朽
化
対

策
、
こ
の
２
つ
に
特
化
し
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
人
的

資
源
も
予
算
も
な
い
自
治
体

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
だ
け
で

も
大
変
な
こ
と
で
す
。
現
状

を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
分
野
へ
の
補
助

金
の
導
入
な
ど
、
積
極
的
な

政
府
の
支
援
が
あ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
人

手
も
費
用
も
な
い
中
で
、

し
っ
か
り
と
日
本
の
イ
ン
フ

ラ
を
未
来
ま
で
守
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
の
技

術
を
い
ず
れ
人
口
減
少
に
陥

る
で
あ
ろ
う
国
に
持
っ
て
行

き
、
海
外
で
得
た
利
益
で
日

本
に
貢
献
す
る
、
そ
の
よ
う

な
企
業
に
な
り
た
い
。
日
本

の
置
か
れ
た
今
の
状
況
を
後

ろ
向
き
に
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
前
向
き
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

―
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
で

は
、
上
水
事
業
の
ほ
か
、
斜

面
防
災
な
ど
の
事
業
も
手
掛

け
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

Ａ
Ｉ
技
術
を
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
き
た
い
と
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

　
山
口

　
当
社
は
「
上
水
事

業
」、「
下
水
道
事
業
」、「
斜

面
防
災
事
業
」、「
構
造
物
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
」、「
地
盤

改
良
事
業
」
の
５
つ
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
全

て
の
事
業
に
お
い
て
「
Ｔ
Ｍ

Ｓ
」
に
よ
る
事
業
展
開
を
考

え
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｍ
Ｓ
と

は
「
ト
ー
タ
ル
・
メ
デ
ィ
カ

ル
・
シ
ス
テ
ム
」
の
頭
文
字

を
取
っ
た
も
の
で
す
。「
ト
ー

タ
ル
・〝
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
〟・

シ
ス
テ
ム
」
と
思
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、「
Ｍ
」

は
医
療
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
」

か
ら
来
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
パ
ー
パ
ス
は
「
地

域
創
生
・
地
域
再
生
の
一
翼

を
担
う
ま
ち
の
お
医
者
さ
ん

に
な
る
こ
と
」
で
、
イ
ン
フ

ラ
の
医
療
と
は
「
維
持
管

理
」、「
調
査
」、「
診
断
」、「
材

料
・
工
法
選
定
」、「
施
工
」、

そ
し
て
「
維
持
管
理
」
に
戻

る
サ
イ
ク
ル
で
す
。
私
は
、

い
わ
ゆ
る
人
体
を
治
す
医
療

の
サ
イ
ク
ル
と
、
イ
ン
フ
ラ

の
そ
れ
は
全
く
同
じ
と
考
え

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
施
工
を

生
業
と
し
て
い
る
の
で
、
中

心
と
な
る
事
業
は
医
療
で
言

う
「
手
術
」
に
該
当
し
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
維

持
管
理
、調
査
、診
断
、材
料
・

工
法
選
定
ま
で
を
手
掛
け
る

こ
と
で
、
お
客
さ
ま
に
と
っ

て
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
Ｔ
Ｍ

Ｓ
の
サ
イ
ク
ル
が
完
全
に
ま

わ
り
つ
つ
あ
る
の
は
上
水
分

野
の
み
だ
と
言
え
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
会
社
も
含
め
て
、
上

水
分
野
で
提
供
で
き
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
水
道
管
路

の
更
新
、
一
部
調
査
、
管
洗

浄
く
ら
い
で
、
特
徴
的
な
の

は
、
音
響
セ
ン
サ
ー
を
内
蔵

し
た
ボ
ー
ル
を
管
の
中
で
転

が
し
て
漏
水
個
所
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
「
ス
マ
ー
ト
ボ
ー

ル
」、
特
殊
ア
イ
ス
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
で
マ
ン
ガ
ン
や
シ
ー

ル
コ
ー
ト
を
除
去
す
る
「
ア

イ
ス
ピ
グ
管
内
洗
浄
工
法
」

の
２
つ
く
ら
い
で
し
た
。
し

か
し
、
国
内
外
の
最
新
鋭
の

技
術
を
有
す
る
、
有
力
な
企

業
の
賛
同
を
得
て
ア
ス
テ

ラ
・
リ
カ
バ
ー
や
ア
セ
ッ
ト

ア
ド
バ
ン
ス
、
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
３

６
０ 

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ
な
ど
が

加
わ
り
、
提
案
で
き
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
、
内
容

が
飛
躍
的
に
拡
が
り
ま
し

た
。
今
回
の
実
証
実
験
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最

終
的
に
は
、
最
適
な
更
新
が

な
さ
れ
た
管
路
を
ア
イ
ス
ピ

グ
で
洗
浄
し
、
長
寿
命
化
に

つ
な
げ
る
展
開
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

久
留
米
市
で
の
実
証
結
果

を
水
道
事
業
で
水
平
展
開
を

は
か
る
と
と
も
に
、
５
つ
の

事
業
に
も
同
じ
モ
デ
ル
を
あ

て
は
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。例
え
ば
、ア
セ
ッ

ト
ア
ド
バ
ン
ス
は
下
水
道
分

野
で
、
ア
ス
テ
ラ
・
リ
カ

バ
ー
は
斜
面
防
災
の
事
業
で

利
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
も
大
雨
の
話
が
出
て
い
ま

し
た
が
「
ア
ス
テ
ラ
・
ア
ー

ス
ワ
ー
ク
ス
」
と
い
う
技
術

で
、
斜
面
の
水
分
量
を
検
知

し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
大
雨
に
よ
る

崩
落
の
リ
ス
ク
が
あ
る
場
所

を
予
め
デ
ー
タ
と
し
て
得
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
精
度
の

高
い
対
策
工
事
計
画
の
立
案

が
可
能
と
な
り
、
水
害
対
策

に
有
効
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
世

界
初
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ

て
更
新
計
画
を
作
成
す
る
今

回
の
取
り
組
み
は
、
日
本
全

国
の
上
下
水
道
事
業
体
に

と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。
久
留
米
市
で

の
実
証
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
、
今
後
は
Ａ
Ｉ
技
術
と

デ
ー
タ
解
析
を
使
っ
て
、
老

朽
化
が
進
む
上
下
水
道
の
持

続
可
能
な
維
持
管
理
に
貢
献

し
、
全
国
の
自
治
体
に
と
っ

て
有
用
な
、
そ
し
て
管
路
管

理
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と

な
る
よ
う
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
の
思
い
で
す
。

　
「
現
状
分
析
を
し
っ
か
り

行
い
、
Ａ
Ｉ
が
高
精
度
な
提

案
を
す
る
」
と
い
う
方
法
が

業
界
の
新
た
な
基
準
と
な
れ

ば
、
ど
こ
の
事
業
体
に
お
い

て
も
管
路
延
長
や
施
設
の
耐

震
化
、
老
朽
化
状
況
に
基
づ

く
最
適
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
水
道
事

業
の
、
そ
し
て
地
域
社
会
の

持
続
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。

　

当
社
は
、こ
れ
か
ら
も「
ま

ち
の
お
医
者
さ
ん
」
と
し

て
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
総
合
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
企
業
と
し
て
、
地
域

創
生
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

山口社長 石原企業管理者

衛
星
を
活
用
し
業
務
改
善
推
進

効
率
的
な
調
査
・
分
析
に
大
き
な
期
待

管
路
管
理
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
へ

「
ま
ち
の
お
医
者
さ
ん
」と
し
て
地
域
創
生
に
全
力

　

久
留
米
市
企
業
局
と
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
が
進
め
て
い
る
「
人
工
衛
星
と
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
漏
水
調
査
・
管
路
劣
化
予
測
・
更
新
計
画
策
定
支
援
業
務
」
は
、
Ａ
Ｉ
技

術
と
衛
星
漏
水
検
知
技
術
の
連
携
に
よ
り
、
管
路
網
の
漏
水
調
査
の
効
率
化
、
管
路

の
劣
化
予
測
、さ
ら
に
は
、漏
水
位
置
を
含
む
管
路
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
総
合
的
な
解
析
に
よ
る
最
適
な
管
路
更
新
計
画
の
立
案
ま
で
を

ト
ー
タ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
、
新
た
な
管
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
す
も

の
。
こ
れ
ま
で
５
年
を
要
し
て
い
た
給
水
区
域
の
漏
水
調
査
に
加
え
て
、
管
路
劣
化

予
測
診
断
、更
新
計
画
策
定
ま
で
の
作
業
を
半
年
間
の
期
間
で
実
証
す
る
。〝
タ
イ
パ
・

コ
ス
パ
〟
を
極
め
た
管
路
管
理
の
進
化
系
と
な
る
世
界
初
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

久
留
米
市
の
石
原
純
治
企
業
管
理
者
と
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
の
山
口
乃
理
夫
社
長
に

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

久

留

米

市

企

業

管

理

者

東

亜

グ

ラ

ウ

ト

工

業

代

表

取

締

役

社

長

石

原

純

治
氏

山
口
乃
理
夫
氏

出

席

者

管路管理の進化系　
ＡＩ×人工衛星漏水検知技術で最適な更新計画を立案

～世界初の実証実験プロジェクトが久留米市で始動～

官民連携で水道の持続を誓う両氏

対
談
特
集


